
笠岡諸島の紹介
特定非営利活動法人かさおか島づくり海社



１．笠岡諸島の概要

【笠岡諸島】

笠岡諸島は岡山県の南西端の笠岡市沖にあり、大小31の島々で構成されています。その内の高島、白石島、北木島、真鍋島、大飛島、小飛島、六島の７島が有人島で
す。

【アクセス】

各島へは、住吉港から運航している旅客船で行くことができます。また、白石島と北木島へは伏越港からそれぞれフェリーが運航しており、車やバイクなどを乗せて行くことも可能
です。

笠岡諸島データ（2021.7.1時点）

人 口：1,467人
高齢化率：72.5％

笠岡市全体（2021.7.1時点）
人 口：46,080人
高齢化率：37.5％



２．笠岡市の概要

近代までは海運業が栄えたが、昭和期以降大型船が用いられるようになると、遠浅な笠岡港に接岸すること
はできず海運業は廃れていった。

戦前までの主力産業は花卉を含む農業と島嶼部の採石業。戦後は備後工業整備特別地域として、市内
には日本鋼管福山製鉄所（JFEスチール）が誘致され、福山市などと共に工業化が進んだ。また新たに造
成された広大な笠岡湾干拓地では酪農を含めた農業が発展している。

山陽新幹線、山陽本線、山陽自動車道、国道2号線といった中国地方の主要な物流、交通の大動脈が
市内を東西に縦貫している。

【人 口】46,546人

（男：22,338人 女：24,208人）

【世帯数】 22,055世帯

※いずれも2021.8末現在



３．笠岡諸島の魅力 〈環 境〉
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３．笠岡諸島の魅力 〈食べ物など〉

北木島の天然灰干し 「魚々干し」 六島の六島浜醸造所によるクラフトビール



３．笠岡諸島の魅力 〈食べ物など〉

北木島 勇和水産の牡蠣 六島 天然ひじき



３．笠岡諸島の魅力 〈文 化〉

真鍋島 走り神輿 六島 大鳥神社の神輿行事



３．笠岡諸島の魅力 〈文 化〉

北木島 「石切唄」 白石島 「白石踊」 ※国指定の重要無形民俗文化財



５．笠岡諸島の現状

•少子高齢化による事業・地域活動の担い手不足

•空家・空工場の増加

•民間事業者の撤退によるサービスの減少（移動手段、買い
物手段）

•島間の連携・交流機会の減少



６．笠岡諸島の課題

〇地域運営・事業運営の参画の体制・環境づくり

〇空き家・空き工場の利活用の推進

〇民間事業者等との新たな視点・テクノロジーを活かした連携

〇島々との連携の磨き上げ

〇海洋体験学習など交流事業のレベルアップ



６．笠岡諸島の課題

〇地域運営・事業運営の参画の体制・環境づくり

・住民同士のつながりは深い。行政、大学な
ど教育機関との繫がりもある

→交流機会（交流人口）を活かし、地域活動
や、事業運営に参画してくれる人のすそ野を広げて
いく必要がある



６．笠岡諸島の課題

〇空き家・空き工場の利活用の推進

・空家、空工場は増加する一方であるが、そ
のまま活用できる物件は限られている。（補
修等の必要性がある）

→改修等の費用を確保（あるいは回収）
しながら進める事業案の検討



６．笠岡諸島の課題

〇民間事業者等との新たな視点・テクノロジーを活かした連携

・お金さえあれば…の技術が多い

→資金調達などから新たな視点で考える必要
がある



６．笠岡諸島の課題

〇島々との連携の磨き上げ

・高齢化、環境の変化による交流機会の減少

・航路・便数の減少など

→新たなテクノロジーの導入なども検討



６．笠岡諸島の課題

〇海洋体験学習など交流事業のレベルアップ

・コロナ禍で停滞しているが、依頼など
展開の機会は多い

→収益に繋がる仕組みづくりの必要
性



「島で暮らし続けることができる」をあきらめないために

私たちと一緒に仕組み作りに挑戦して下さる人を待っています！


